




オープン10ヶ月で10万人突破 
（当初予想の3倍）



「図書」館を超えた公共性









2～5階
プレスクール入居済み

木場公園空きスペース
（元倉庫）

天井高: 2.6m

天井高: 4.9m

道路



自分の場所を
まわりにひらいて
楽しくしよう。







ここでしかできないこと

一、徹底的に素材にこだわった食事

一、 日本一たくさんの英語の絵本

一、 4時以降は外国人スタッフが遊び相手

必殺「三本の矢作戦」。
トリプルアロー・アタック





























ひとりひとりの活動を 

空間が緩やかに受け止め 

自然に交流ができる場所

= 公共空間



オープン 1ヶ月後...



超大人気



よい「公共空間」は周辺の不動産価値を向上させる



ー本日のまとめー
1.「耐久型社会」において
　人びとの「居場所」がより大切になってきている。

2.暮らしや価値観が多様化し、従来の分類
（年齢や機能など）にとらわれない共存が重要。
　施設集約化の流れも起きている。

3.施設の設計（ハード）よりも運営（ソフト）が重要。
　直営、指定管理、公民連携（PPP)）、、などより柔軟な、
　さまざまな選択肢がある。



では最後に瑞穂町の話をしましょう

高齢者福祉センター 寿楽







高齢者福祉

今まで



高齢者福祉 学童保育

多世代交流

これから

（今後全国で始まる「集約化/複合化」の先進事例）



高齢者福祉 学童保育

多世代交流

目指すのは複合化ならではの豊かさ



福祉：充足や安心、幸福。 
　　　弱者だけでなく誰もが享受できる。　 
　　　「介護」と同義ではない。

交流：実際に交わらなくても 
　　　「ただそこにいていい」と 
　　　許されているだけでも「交流」である。

（間違えないように！）





貸し農園を中心とした通いたくなる複合施設を目指す



瑞穂町農業振興計画（2021）

みらいへつなぐ　みんなで育てる　みずほの農業

「生産する ～生産と所得が増大するやりがいのある農業～」

「未来へ繋げる ～人材を育てる、持続可能な農業～」

「地域と共存する ～地域の交流がうまれ、地域とつながる農業～」



「アグリヒーリング」



従来の園芸療法の枠を大きく超え、農作業・収穫体験、自然環
境なども含め、医療だけでなく介護や福祉などにも応用できる
分野だけでなく、地域コミュニティや経済効果の創出にも大き
な広がりが期待されている。



＜アグリヒーリングによってもたらされる主な効果＞

人間力の醸成、病気の予防、食べ物のありがたみを知る、 
五感の刺激、ストレス緩和、認知症予防、高齢者や障害者の生
きがい、達成感や自信の獲得、他者とのコミュニケーション、 
季節を感じる、など



最後に、
ミウラから今日みなさんに
お願いしたいこと



役所のみなさん

互いの専門性を活かしながら、 
縦割りに縛られることなく、 
課を横断しながら連携し、 
やる気のある民間に対して 

規制を緩和し、 
全力で応援してあげてください！ 



民間のみなさん

ほしい暮らしはじぶんでつくる、 
という意識をもって 

やりたいこと、実現したいことを 
町に思い切りぶつけてください。 
そしてきちんと稼いでください！ 



さあ、 
新時代の公共空間づくりへ 

立ち上がろう！



次回 
予告



旭市多世代交流施設「おひさまテラス」
2022年4月オープン







永井大輔（P-players 理事）

テーマ：民間力が盛り上げる公共空間 
12月 瑞穂町にて講演予定！


